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8 月例会プログラム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

と き：2017年 8月 4 日（金） 
 19：00～21：00 

ところ：YMCA会館新館 3階 
 
司会 土谷 明男 
 
開会挨拶と点鐘 会長 土谷 明男 
ワイズソング 
ワイズ信条 
１ 自分を愛するように  

隣人（りんじん）を愛そう 
 １  青少年のために YMCAに尽くそう 
 １  世界的視野をもって 

国際親善をはかろう 
 １ 義務を果たしてこそ 

権利が生ずることをさとろう 
１ 会合には出席第一 

社会には奉仕第一を旨としよう 
 
今月の聖句・食前感謝  
 
関東東部部長ご来訪 
関東東部部長 長尾 昌男様(千葉クラブ) 
会員増強事業主査 金丸 光雄様 
（東京ひがしクラブ） 
ユース事業主査 衣笠 輝夫様（埼玉クラブ） 
意見交換会 
 
ハッピーバースデイ＆おめでとう結婚記念日 
スマイル  
 
茨城YMCA報告 和田 賢一 
報告と協議 
閉会挨拶と点鐘 土谷 明男 
 
  

今月の聖句 

「人にではなく、主に仕えるように、善意をもって仕えなさい。」

エペソ人への手紙 6 章 7節 
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茨城ワイズメンズクラブ 

2017年度~2018年度 

8月報 Vor.108 

 国際会長主題      ：ともに、光の中を歩もう 

 アジア地域会長主題：ワイズ運動を尊重しよう  

 東日本区理事主題  ：広げよう ワイズの仲間 

 関東東部部長主題  ：義務を果たして、クラブと関東東部の活性化を図ろう 

  茨城ワイズ会長主題：「ワイズはＹＭＣＡの「お兄ちゃん」へ！」 

ポジティブネットのある社会 

宮田 康男（茨城ＹＭＣＡ総主事） 

 

日本のＹＭＣＡは現在、ブランディングを進めています。我々

の存在意義を社会に示し、社会と約束を果たす内容を宣言するも

のです。詳細は、９月例会での大澤篤人君の卓話にご期待頂き、

今日は、東日本のＹＭＣＡの現在の取り組み、動向をご紹介した

いと思います。 

一つは、このブランディング実行の意思表示の一環として、全

国のＹＭＣＡに働きかけて、経済的に困難な子供たちの支援基金

「ポジティブネット基金」を作ること。その、一斉街頭募金を 10

月 14 日（土）に計画していることです。これを基に、茨城ＹＭ

ＣＡでは、キャンプやスキーキャンプへのひとり親家庭の児童な

どへの参加誘導、進学資金支援や、みんなの食堂の活動資金への

支援、などが考えられるでしょう。 

二つ目は、福島県でのＹＭＣＡの活動についてです。東日本大

震災から６年が過ぎ、人々から忘れかけられ、支援も減り、孤独

だけが残されている（特に福島の）人々に、どのように寄り添っ

ていくのか？私たちは本当に心に傷を負い、今なお苦しんでい

る、この人たちの隣人といえるのか？東日本ＹＭＣＡ総主事会議

は真剣にこのことを考えています。 

ポジティブネットは日本のＹＭＣＡが考えた新たな造語です。

善意が善意を呼び、社会が変わっていく。その実現を目指す市民

活動としての我々の力の結集が今、求められています。 

茨城ワイズメンズクラブと茨城ＹＭＣＡも協力して、この社会

運動を進めていけたら、と思います。私たちの日々の小さな活動

も、決して無駄ではなく、大きな意味があると、私は感じていま

す。 

その詳細の実施計画については、暑気払いでもしながら、ビー

ルの泡を飛ばしたいものです。暑い夏、シャローム！ 

 

 
7月例会報告 

出席者 会員    4名 メネット 0名 
  スタッフ 3名 リーダー 0名 

ゲスト   2名 出席総数数 9名 
在籍者会員数 15名 会員出席率  40％ 
        
 

              

 



 The Y’S Men’s Club of IBARAKI 
 
【 茨城ワイズ 7 月例会報告 】 
 
7 月 14日に例会を実施いたしました。ワイズメン 4 名の
ほか、ゲスト 2 名の参加がありました。 
茨城ＹＭＣＡスタッフの藤井聡太さんより、茨城ＹＭＣ
Ａにて最近開始した「みんなの食堂」についての卓話を
いただきました。 
 
－以下内容抜粋－ 
みんなの食堂は、ふだん独りで食事を摂るこども、高齢
者、貧困者に、「月に一度だけでも、ほっとする時間を届
けたい」との願いをこめて始められました。参加費はお
とな 200 円、こども 100 円、乳幼児無料としています。
何度か開催することで、徐々に参加者に会話が生まれ、
参加人数も直近会で 35人を超えるまでになりました。 
 
一方で、人数が増えたことで運営面での課題が発生して
きております。みんなの食堂の理念上、参加者を制限す
ることもできないこともあります。ただ、日頃忙しいＹ
ＭＣＡのスタッフやリーダーにとっても、安息の場にな
れば、との運営側の願いもあり、今後も継続していきた
いと考えております。 
 
卓話のあとは以下の件につき報告と協議を行いました。 
◆まつりつくば 8 月 26 日と 27 日の両日開催 飲み物
とホットドッグの販売予定：熊谷ワイズにて運営説明会
に出席 
◆次回例会 8月 4日、次々回例会 9 月 8日 
 
スマイルでは、米国の家族に会いに行ったワイズメンの
報告などが聞かれました。 
 
7 月例会の模様 
土谷新会長開会点鐘     例会食事 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ゲスト藤井さん       ゲスト参加者 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＊月初にて先月の会計報告の〆が未了のため、7 月の会
計報告は来月のブリテンにて掲載させていただきます。 
             
◆ワイズの目的は『YMCAの活動を支援する』となってお

ります。その１つとして YMCA 維持会員になっていただい

ております。まだ維持会員登録をされていない方は、和

田までお申し出下さい。YMCA は会員団体であり、YMCA は

会員に支えられ地域に根ざした活動を展開しております。

維持会員とは、YMCA の使命に賛同し、その運動に主体的

に参与し、YMCAの維持、発展に寄与することを願う会員

です。 

 

 

 
茨城 YMCA 報告  和田 賢一 

 
〈７月の予定〉 
１日 野尻キャンプ顔合わせ会 
１日 火起こしリーダートレーニング 
２日 小学生定例野外活動つくんこクラブ 
３日 早天祈祷会 
３日 主任会 
４日 幼保園お芋堀り 
７日～８日 全国ＹＭＣＡディサービス担当者会 
７日～９日 野尻湖リーダートレーニング 
８日 音楽祭 
９日 社会福祉協議会障がい者プログラム講師派遣 
１０日～８月１０日 ICCPJ 台湾リーダー受け入れ 
１１日 みんなの食堂 
１１日 職員研修会（ブランディング） 
１２日 チャリティーラン実行委員会 
１３日～１４日 東日本区総主事会議 
１４日 牛久センター運営委員会 
１５日 障がい児・者自立支援活動たんぽぽクラブ 
１５日～１６日 高学年お泊り会 
１６日 ４・５歳児野外活動わんぱくクラブ 
１７日 星の子 活動 講師派遣 
１８日 幼保園説明会 
１９日～２４日 ＡＹＣチェンマイ わかリーダー派
遣 
２１日 サマースクール開始 
２１日～２５日 野尻湖キャンプ 
２８日 茨城県私立幼稚園研修会 講師派遣 
２９日 アドベンチャーキャンプ 顔合わせ会 
 
〈８月の予定〉 
７月３１日～８月２日 スマイルキャンプ 
３日～４日 二葉こども園キャンプ 指導者派遣 
８日～９日 フットサル合宿 
８日 社会福祉協議会障がい者プログラム講師派遣 
１０日～１１日 チャレンジキッズキャンプ 
１１日～１６日 休館日 
１４日～１８日 キャンプエルマー 
１９日 星の子 ディキャンプ講師派遣 
２３日～２５日 アドベンチャーキャンプ 
２６日～２７日 まつりつくば 
 
 
 
 
【 編集後記 】 
 
梅雨明けして夏本番と思いきや、関東地方は雨がちな天
気が続いております。毎日のようにゲリラ豪雨が発生し
ています。 
関東地方だけでなく、日本各地で豪雨による被害が出て
おります。これも自然からのなにかのメッセージなので
しょうか。そうだとすれば、人間はもっと自然からのメ
ッセージに耳を傾けるべきなのではないか、と思わされ
ます。 
夏はまだまだ続きます。みなさまにおかれましても良い
夏の日々を送られることを祈っております。 
 
書記 村田 淳 
 
（左：帯広の豚丼/中央：広島のお好み焼き 
 右：奥多摩に現存するじゃがいもの原種「治助芋」） 
 


